
〔※学校や学級の生徒の実態に合わせて、アレンジして話してください。〕

皆さん、コロナウイルスの流行によって、毎日の生活が大きく変わってしまいました
ね。我慢をしていることもたくさんあると思います。

入学式や卒業式、運動会（体育祭）や修学旅行などの大きな行事のやり方も、これま
でとは異なります。

皆さんを感染から守るために、そして、皆さんの家族の命、自分の命を守るために、
一人一人、感染予防について考えてほしいと思います。
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今は、コロナウイルスの感染に気を付けなければならない一番上のレベル ・・・ 「緊
急事態対策期」です。

クラスター、休業要請、病院不足、ワクチン接種の問題など、毎日のようにコロナウイ
ルス関連のニュースが流れているので、耳にしたこともあるでしょう。
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【指導時の状況に合わせて、２・３・４のスライドを選択してください】
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【指導時の状況に合わせて、２・３・４のスライドを選択してください】

4



今、どんな状況なのでしょう。

5月14日の時点で、県内で見つかったウイルスのほとんどが、感染力が強いとされ
ている「変異株」です。グラフの赤い部分がそうです。

この「変異株」は、重症化リスクの割合も高いとされています。このグラフを見てくだ
さい。全国の重症者の数は、4月1日には394人でしたが、それから約1か月、5月
19日になると、その約3倍の1288人に増えていることが分かります。

でも、皆さん、自分は大丈夫だと思ってはいませんか？これまで、感染して症状が重
くなるのは、高齢者や病気の人だけだと思ってはいませんでしたか。

実は、変異株ウイルスは、皆さんのような１０代の若い人にも、感染がひろがってい
ます。
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皆さんは、このコロナの状況の中で、懸命に我慢を続けていると思いますが、変異株
がほとんどを占めるようになり、10代の感染も急増しています。

もう一度、放課後や休日の学校を離れての過ごし方について一人一人が心がけてほ
しいことをお話します。
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皆さんは、登下校時や公共の場で、マスク等を正しく着用できていますか。

校外ということで、気持ちが緩んでしまうかもしれませんが、電車やバスなどの公共
交通機関は、皆さん以外にもたくさんの方が利用するものです。利用者の中には、
病気を抱えている人、家族に高齢者のいる人など、様々な方がいます。

皆さんの日常を一日も早く取り戻すためにも、登下校中や公共の場では、マスク等
の着用を忘れないでください。
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コロナ禍で、制限のある中、部活動に頑張っている人もたくさんいますね。一生懸命
な姿に、大人も元気をもらっています。

ここで、皆さんにお願いです。部室では「密」にならないようにしましょう。練習の後、
部室に戻ると、少しほっとしてマスクを外したり、おしゃべりがはずんだりしてしまい
ませんか？でも、部室は狭いですよね。更衣や片付けは黙って、速やかに行いましょ
う。

8



友達と学校や塾の帰りに、友達と一緒に遊びに行ったり、コンビニなどのお店に立
ち寄ったりすることはありませんか。そして、お店で買ったものを店先で飲んだり食
べたり…そしてマスクを外したまま、つい長話をしてしまったり ・・・ そんな経験はあ
りませんか。

飲食時にコロナ感染のリスクが高いのは、皆さんも何度も聞いて知っていますよね。
コロナ感染を抑えるためにも、コンビニなど、店先での飲食は控えましょう。

また、家族や友達との飲食の場面でも、向かい合わせにならないようにする、とか、
話をするときは、食べ終わってマスクをしてからにする、とか、ちょっとした心づか
い、心がけが大切です。
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以上のように、学校を離れても、感染予防には十分に気を付けてください。
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皆さん、一人一人の心がけで、少しでも感染をくい止めたいと思います。そして、修
学旅行や運動会（総体や文化祭など学校の実態に合わせて）が以前のように開催さ
れる日が、早く来ることを願っています。

最後に ・・・ 私たちの「戦うべき相手は、人ではなくウイルス」です。

私たちは、マスクをしていても、消毒をしていても、どんなに気をつけていても、か
かってしまうことがありますよね。そんな時に、周りの友達から傷つくような言葉を
言われたり、態度をとられたりすると、どのような気持ちになるでしょうか。

また、医者や看護師のように、危険と隣り合わせで一生懸命働いている方がたくさ
んいます。このような方が、心を痛めるような言葉を聞いたり、行動を目にしたりす
ると、どうでしょう。あなたはどう思いますか。

今まで経験したことがないこの状況を、お互いに思いやり、励まし合い、感謝し合う
気持ちをもって、みんなで乗り越えたいものです。協力をお願いします。
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